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参加費
プログラムA（全プログラム）：�,��� 円
＊認定看護師更新審査対象プログラムです。認定看護師以外の方も受講可能です。
プログラムB（基調講演・研究セミナーのみ）：�,��� 円
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基調講演
テーマ 「伝えよう、あなたの看護実践」
講 師 江本 リナ（日本赤十字看護大学教授・小児看護学）
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シンポジウム
テーマ 「私たちの看護実践をカタチにして発表する」
シンポジスト 川原 妙子
 （東京女子医科大学附属八千代医療センター・慢性呼吸器疾患看護認定看護師）
 菅野 さやか（北里大学病院・新生児集中ケア認定看護師）
 若林 留美（東京女子医科大学病院・慢性心不全看護認定看護師）
司 会 松本 麻里（公立昭和病院・糖尿病看護認定看護師）

お問い合わせ：��-����-����（地域連携係）／chiiki@redcross.ac.jp

日本赤十字看護大学 地域連携・フロンティアセンター
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ホームページの専用申し込みフォームからお申し込みください。
令和 � 年 �� 月 �� 日（水）締切
https://www.redcross.ac.jp/research/frontier/seminar/
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研究セミナー
テーマ 「看護研究を始めるための統計学と疫学」
講 師 川﨑 洋平（日本赤十字看護大学准教授・統計学）

昨年度のセミナーでは、看護実践を語り合いました。今年度は、語りに続くステップとして、看護
実践を記述あるいは測定によって “カタチにする” ことを考えませんか。看護実践をカタチにして
共有することにはどんな意味があり、どんな方法があるのか、ともに考え、学びましょう！

看護実践をカタチにする～共有する意味と方法
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一人ひとりを大切にし、
人と人がつながる社会へ向けて、
看護から風を巻き起こそう


